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京都大学芦生研究林にてアキタスズムシソウを記録する
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A new record of Liparis longiracemosa Tsutsumi, T. Yukawa et M. Kato 

from Ashiu Research Forest, Kyoto University
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and Masae Ishihara5

要旨
2020 年 7 月初旬，京都大学芦生研究林の標高 630 m 付近において，トチノキの樹幹上でラン科クモキリソウ属植物が

開花しているのが発見された．形態観察と分子系統分析により種同定を行ったところ，芦生研究林新産のアキタスズム
シソウであることが判明した．1930 年代の古い標本記録も含め，京都府下では 3 地点の産地のみが知られる希少種であ
り，芦生研究林は府下第 4 番目の重要産地となった．
キーワード：希少植物，新産地，クモキリソウ属，ラン科

Abstract
In early July 2020, flowering individuals of an unidentified Liparis sp. (Orchidaceae) were found on the trunks of 

Japanese horse chestnut trees at 630 m a.s.l. in Ashiu Forest Research Station, Kyoto University. Based on the results 
of morphological and molecular phylogenetic analyses, the species was identified as L. longiracemosa Tsutsumi, T. 
Yukawa et M. Kato, which is a new record for Ashiu. Liparis longiracemosa is an endangered orchid with only three 
known localities in Kyoto Prefecture (including an old herbarium record from the 1930s), and our discovery revealed 
Ashiu Research Forest as a new important locality for this species in Kyoto.
Key words: Liparis, New locality, Orchidaceae, Rare plant

１．緒言

京都府南丹市に位置する京都大学芦生研究林には，ア
シウスギ Cryptomeria japonica (L. f.) D. Don f. radicans 
(Nakai) Sugim. et Muroi とブナ Fagus crenata Blume を
主とする冷温帯性針広混交林が保全されている．過去に
大規模な伐採を経験していない天然林は原生的な環境に
依存するラン科植物にとって重要であり，これまでに
30 種のラン科植物が芦生から記録されている（Yasuda 
& Nagamasu, 1995）．しかしながら，ラン科植物は自生

量が少なく林内に散在しているため，多くの研究者が植
物調査を行ってきた芦生研究林であっても未発見の種が
残されている可能性がある．実際，2019 年に近畿地方北
部には分布が知られていなかった希産種・フガクスズム
シソウ（Liparis fujisanensis F. Maek. ex F. Konta et S. 
Matsumoto）が芦生研究林内で確認される（阪口ら，
2020）など，ラン科植物のさらなる発見が期待されてい
た．

2020 年 7 月 5 日，著者である鶴田と福本が研究林内を
踏査していた折，標高 630 m 付近のトチノキ Aesculus 
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turbinata Blume の樹幹で開花するラン科クモキリソウ属
植物を発見した．芦生からは同属種としてクモキリソウ
Liparis kumokiri F. Maek., クモイジガバチ Liparis trun-
cata F. Maek. ex T. Hashim., フガクスズムシソウが記録
されていたが，今回発見された植物の形態がいずれの
種とも一致しなかったため，1 株を採取して京都大学に
持ち込んだ．その後，京都大学で形態を詳細に観察し
DNA 配列に基づいて種同定を行ったところ，芦生では
未記録だったアキタスズムシソウ Liparis longiracemosa 
Tsutsumi, T. Yukawa et M. Kato であることが判明した
ので本稿にて報告する．

2．材料と方法

外部形態の観察
日本産クモキリソウ属植物に関する検索表を掲載して

いる「改訂新版 日本の野生植物 1」（大橋ら，2015）お
よび関連する種の分類体系（Tsutsumi et al., 2007; 
Tsutsumi et al, 2008; Tsutsumi et al., 2019）を参照し，芦
生研究林で採取された個体の形態を比較検討した．形態
観察の後，サンプル個体はさく葉標本にして京都大学博
物館の植物標本庫（KYO）に収蔵した．

DNA 塩基配列解析
外部形態の観察に加えて，DNA 塩基配列による種同

定を試みた．サンプル個体の葉の一部（約 1 cm2）を採
取しシリカゲルで乾燥させたあと，CTAB 法（Murray 
& Thompson, 1980）で DNA を抽出した．PCR 増幅には，
日本産クモキリソウ属に適用されたプライマー（Tsutsumi 
et al., 2007）を採用し，同文献で記載されている方法に
従って核 ITS 領域，葉緑体ゲノム中の trnS–trnG 遺伝子
間領域，trnL 遺伝子＋trnL–trnF 遺伝子間領域の合計 3
領域について PCR 増幅を行った．PCR 産物はアガロー
スゲル泳動でシングルバンドを確認したあと，ExoSAP-
IT（Thermo Fisher Scientific, MA, USA）によって未反
応のプライマーを消化した．その後，BigDye Terminator 
v3. 1（Applied Biosystems, CA, USA）を使って PCR 産
物の両側からシークエンス反応を行った．シークエンス
反応産物をエタノール精製した後に，ABI 3130xl シーク
エンサー（Applied Biosystems）を用いてキャピラリー
泳動を行った．

泳動後に得られた波形データを BioEdit（Hall, 1999）
に取り込み，両側の配列をアセンブルした．本研究で新
規に得た配列は，先行研究（Lee et al., 2010; Tsutsumi et 
al., 2007; Tsutsumi et al., 2019）で報告されているクモキ

リソウ属植物の配列［L. fujisanensis (L1, L18, J8), L. 
koreojaponica Tsutsumi, T. Yukawa, N.S. Lee, C.S. Lee 
et M. Kato (L3，L4，L41), L. kumokiri (L9, L15, L16), L. 
lilifolia (L.) A. Rich. ex Lindl. (L25), L. longiracemosa 
(L8), L. makinoana Schltr. (L2), L. pterosepala N.S. Lee, 
C.S. Lee et K.S. Lee (K20, K21), L. purpureovittata 
Tsutsumi, T. Yukawa et M. Kato (L24), L. suzumushi 
Tsutsumi, T. Yukawa et M. Kato (L6)］，および阪口ら

（2020）の芦生産 L. fujisanensis（Ashiu1）の配列と合わ
せて 3 領域を結合したうえで，ClustalW（Thompson et 
al., 1994）で整列させた．得られたアライメントから欠損
とギャップ領域を除いた配列データを解析対象として最
尤系統樹の推定を行った．この推定においては MEGA X

（Kumar et al., 2018）を利用し，1,000 回のブートストラッ
プで各枝の支持率を得た．

3．結果と考察

形態的特徴
芦生研究林で確認されたクモキリソウ属植物は 2 枚の

落葉性の葉をもち，卵形の偽球茎を有していた（図 1a）．
花茎は約 10 cm の長さがあり，そこに茶褐色を帯びた淡
緑色の花を 3 個着けていた（その下に 2 花が脱落したと
思われる痕跡が確認された）．唇弁は幅 6-8 mm×長さ
8-10 mm の大きさで緩やかに反り返り，その裏側には披
針形の側萼片が 2 枚配置していた（図 1b 左）．花を正面
から見ると，唇弁の下方からわずかに側萼片がのぞく．花
弁は線形で，花の中心部から斜め下の方向に反り返って
いた（図 1b 右）．蕊柱は淡緑色で，先端部には嘴状になっ
た药帽を確認できた（図 1b 右）．
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図 1．�（a）芦生研究林で採取されたアキタスズムシソウの全体
写真，（b）花の拡大写真（左：正面，右：側面），（c）自
生状況．
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こうした形態的特徴からして，この植物は日本産クモ
キリソウ属のスズムシソウ群に属すると考えられた．ス
ズムシソウ群は形態的類似性から分類に混乱が生じてき
たグループであったが，2008 年に発表された研究論文に
より日本列島温帯のスズムシソウ群は 3 種に分類される
ことが示された（Tsutsumi et al., 2008）．その 3 種とは，
スズムシソウ L. suzumushi Tsutsumi, T. Yukawa et M. 
Kato, セイタカスズムシソウ L. makinoana Schltr., アキ
タスズムシソウ L. longiracemosa Tsutsumi, T. Yukawa 
et M. Kato である（Tsutsumi & Yukawa, 2019）．このう
ち，スズムシソウは開花期が 5 月から 6 月と早く，また
唇弁が長さ 15 mm 前後と大型であることから，芦生研究
林で見つかった植物とは性質が異なる．後の 2 種は開花
期がともに 6-7 月で花形態も類似しているが，アキタス
ズムシソウの方が唇弁の幅が狭く，花茎に花が疎らにつ

く特徴をもつ（Tsutsumi et al., 2019）．芦生研究林で得
られたサンプル個体の唇弁の形状は縦長であり，脱落し
た花痕を考慮すれば着花間隔はやや疎らで，形態的には
アキタスズムシソウに最も類似していた（図 1b）．

系統的位置付け
DNA 分析の結果，芦生産クモキリソウ属植物の ITS 領

域（LC616679）・trnL＋trnL–F 領域（LC616680）・trnS–G
領域（LC616681）の塩基配列を取得できた（括弧内に塩
基配列の DDBJ アクセッション番号を示す）．材料と方
法に挙げた他種の配列と合わせて整列させたところ，合
計 2,362 bp のアライメントとなった．このデータに基づ
いて推定した最尤系統樹を図 2 に示す．形態的特徴から
示唆されたように，本サンプルは，スズムシソウ（L6）・
セイタカスズムシソウ（L2）・アキタスズムシソウ（L8）
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図 2．�クモキリソウ属植物の最尤系統樹．核 ITS 領域と葉緑体 2 領域を結合し，ギャップや欠損座位を除去した
データセット（アライメント長 2,362 bp）で系統樹推定を行っていた．系統樹上の枝脇に記した数字はブー
トストラップ値を示している．本研究で得た京都府芦生産のアキタスズムシソウを矢印で示している．ス
ケールは，塩基座位あたりの置換数を示している．

15



から成るスズムシソウ群クレードに属していた（ブート
ストラップ支持率 99％）．このクレード内では葉緑体の
塩基配列（trnL＋trnL–F 領域・trnS–G 領域）には変異
がなかったが，ITS 領域において 4 配列間に 5 座位の変
異が存在した．これにより，支持率 55％でスズムシソウ
とセイタカスズムシソウが系統的まとまりを形成し，芦
生産のサンプル個体はアキタスズムシソウに比較的近い
系統的位置にあることが分かった．ただし，（スズムシソ
ウ＋セイタカスズムシソウ）グループと（アキタスズム
シソウ＋芦生産サンプル個体）グループの間の変異はわ
ずかであることから，分子に基づく正確な種同定にはさ
らなる分析努力が必要である．

以上の形態情報と系統分析の結果に基づき，芦生研究
林で見つかったクモキリソウ属植物をアキタスズムシソ
ウとして同定する（証拠標本：JAPAN. Kinki, Kyoto, 
Nantan City, Miyama, Ashiu, 5 July 2020, K. Tsuruta & 
S. Fukumoto, KYO 00025874）．アキタスズムシソウは北
海道から九州まで広く分布するが，京都府では 1933 年に
京都市京北細野町，1980 年に綾部市，1997 年に宮津市で
標本が採取されたのみである（Tsutsumi et al., 2019）．ま
た京都近郊の主要な標本庫（HYO, OSA）においても京
都府産のスズムシソウ群の標本は収蔵されていない（2021
年 3 月現在）．そのため，今回の報告によって，芦生研究
林が府下第 4 番目のアキタスズムシソウの産地となった
と考えられる．府内では本種の分布は限定的であり，最
近は確認記録が途絶えている産地もあると思われるので，
本種の保全上で芦生研究林は重要地域に位置付けられる．

なお，本種は基本的に地生の植物であるにも関わらず，
芦生研究林では 2 本のトチノキの老木上にのみ生育が確
認された．芦生研究林では 2000 年前後にニホンジカの過
採食によって林床植生が荒廃し，多くの希少植物が消失
した（Kato & Okuyama, 2004; 藤木・高柳，2008; 藤井，
2010）．同様に，もともとは地上にも個体群を維持してい
たアキタスズムシソウにもシカの採食が及び，シカの口
が届かない樹上にのみ個体群が残存した可能性もある．
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